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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・筆記試験

芸術 科目 音楽Ⅰ

6○ ○ ○

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

6

6

○ ○ ○

配
当
時
数

評価規準

（６組：清水　真優）

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み，生涯にわたり音楽を愛好する心
情を育むとともに，感性を高め，音楽文化に親
しみ，音楽によって生活や社会を明
るく豊かなものにしていく態度を養う。

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

教科

３
学
期

器楽
【知識及び技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方など
の技能を身につけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲にふさわしい表現を工夫しながら演奏
している。
【学びに向かう力、人間性等】
楽曲演奏に興味・関心をもち、演奏活動
に意欲的に取り組むことができる。

○ピアノは基礎的な奏法を身につけ
る。
○両手弾きで連弾を行う。

○

鑑賞
【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
を意識・理解した上で文章表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
演奏に対する評価とその根拠を述べることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
周りの人と協力しながら鑑賞等の学習活動に
意欲的に取り組むことができる。

○楽曲の構成に気づかせ、音楽の形
式を学ぶ。
○作曲者について学ぶ。

２
学
期

歌唱
【知識及び技能】
曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使
い方などの技能を身につけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想と音楽の背景を理解し、曲にふさわしい
音楽表現をすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽に親しみをもって歌唱活動に主体的・協
働的に取り組むことができる。

○基礎的な呼吸法・発声法を理解す
る。
○合唱曲に取り組み、パートごとに
音取りをする。
○合唱曲をパートごとに練習し、そ
れぞれのパートのリズム・音程を理
解する。
○指揮や伴奏と合わせて歌うことが
できる。

○

（２組：清水　真優） （３組：清水　真優） （４組：清水　真優） （５組：清水　真優）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

鑑賞
【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
を意識・理解した上で文章表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
演奏に対する評価とその根拠を述べることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
周りの人と協力しながら鑑賞等の学習活動に
意欲的に取り組むことができる。

○楽曲の構成に気づかせ、音楽の形
式を学ぶ。
○作曲者について学ぶ。

表現

○

鑑
賞

6

○ ○ ○

１
学
期

歌唱（校歌）
【知識及び技能】
曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使
い方などの技能を身につけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想と音楽の背景を理解し、曲にふさわしい
音楽表現をすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽に親しみをもって歌唱活動に主体的・協
働的に取り組むことができる。

○基礎的な呼吸法・発声法を理解す
る。
○歌唱の意味を考え、表現の工夫を
考え、実践する。

○

6

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

・授業態度
・ワークシート
・振り返りシート

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

○

○ ○ ○ 12○

○ ○

○

○ 合
計

器楽
【知識及び技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方など
の技能を身につけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲にふさわしい表現を工夫しながら演奏
している。
【学びに向かう力、人間性等】
楽曲演奏に興味・関心をもち、演奏活動
に意欲的に取り組むことができる。

○クラシックギターの基本的な演奏
姿勢・演奏方法について理解する。
○ギターアンサンブルをして、相手
の音を聴きながら演奏する。

○

・授業態度
・ワークシート
・振り返りシート

○

○ ○ ○○

6○ ○

4

70

・授業態度
・ワークシート
・振り返りシート

・ワークシート
・授業態度
・筆記試験

楽典
【知識及び技能】
音符、拍子などの楽譜の意味を理解して、読
譜することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
分からない部分は自ら調べたり周りの人と協
力して知識の習得に励んでいる。
【学びに向かう力、人間性等】
リズム、拍子などの音符に意欲的に興味をも
ち、主体的に活動に取り組むことができる。

○音符の長さを理解し、楽譜を見て
正しいリズムを打つことができる。
○音名を理解し、楽譜に書かれてい
る音を読むことができる。
○拍子記号について理解し、３拍子
や４拍子の違いを知覚・感受するこ
とができる。

態

楽典
【知識及び技能】
音符、拍子などの楽譜の意味を理解して、読
譜することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
分からない部分は自ら調べたり周りの人と協
力して知識の習得に励んでいる。
【学びに向かう力、人間性等】
リズム、拍子などの音符に意欲的に興味をも
ち、主体的に活動に取り組むことができる。

○音符の長さを理解し、楽譜を見て
正しいリズムを打つことができる。
○音名を理解し、楽譜に書かれてい
る音を読むことができる。
○拍子記号について理解し、３拍子
や４拍子の違いを知覚・感受するこ
とができる。
○音程の意味を理解する。

器楽
【知識及び技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方など
の技能を身につけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲にふさわしい表現を工夫しながら演奏
している。
【学びに向かう力、人間性等】
楽曲演奏に興味・関心をもち、演奏活動
に意欲的に取り組むことができる。

○第三の男のテーマの主旋律を演奏
する。
○ピアノは基礎的な奏法を身につけ
る。
○両手弾きをする。

○

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

○ ○ ○

○ ○ ○

鑑賞
【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
を意識・理解した上で文章表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
演奏に対する評価とその根拠を述べることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
周りの人と協力しながら鑑賞等の学習活動に
意欲的に取り組むことができる。

○楽曲の構成に気づかせ、音楽の形
式を学ぶ。
○作曲者について学ぶ。

12

芸術 音楽Ⅰ

6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに，創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや，音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

MOUSA　１

芸術

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い，豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるよう
にする。

【学びに向かう力、人間性等】
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

１～６組：関谷

知

①美術の基礎的な知識・技能を身に付け、作品
作りに取り組むことができる。
②画材や道具の特性を理解し、作品制作に生か
すことができる。

①画材にふさわしい表現で作品をつくることができ
る。
②自ら思考・判断・表現している。

光村図書　美術１

芸術

画材にふさわしい表現で作品をつくる。自ら思考・判断・表現することを目指す。

基礎的な課題に興味をもち、応用課題においては主体的に学習に取り組む。

美術Ⅰ

思 態

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

A 単元：鉛筆デッサン
【知識及び技能】
　光の描き方を工夫した作品を鑑賞
し、硬さの違う鉛筆を使いこなして
正確な形をとらえた表現をする
【思考力、判断力、表現力等】
光と陰影を意識して観察し構想を練
り、明暗や色づかいを工夫して陰影
を効果的に表現する

○幾何形体で形の取り方、影の付
け方を学ぶ。
○鉛筆を立てた描き方、寝かせた
描き方を学ぶ。
○自分の手をよく観察して描く。
光の方向を意識して明暗を表現す
る。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

【学びに向かう力、人間性等】

①基礎的な課題に興味をもち、応用課題におい
ては主体的に学習に取り組んでいる。
②工夫を凝らし、自分の表現を追求することが
できる。

配
当
時
数

制作過程の観察
作品提出

○ ○ ○

18

18

○

制作過程の観察
作品提出

○

制作過程の観察
作品提出

合
計

70

○ポスターカラーの使い方を学ぶ
○平塗り
〇マスキング
〇スパッタリング
○12色相環
○混色
○不透明水彩で模写

○

【 知　識　及　び　技　能 】

○

○

制作過程の観察
作品提出

10

24

教科 芸術 科目 美術Ⅰ

美術の基礎的な知識・技能を身に付け、作品作りに取り組む。

２
学
期

 単元：１２色相環
【知識及び技能】
　色の３原色を理解し、ポスターカ
ラーの３原色を混色して１２色相環
を完成させる。筆の正しい使い方を
身につけ、美しく着彩する
【思考力、判断力、表現力等】
３原色を混色する割合によって、明
度・彩度・補色などの知識を理解し

○ポスターカラーの使い方を学ぶ
○平塗り
〇マスキング
〇スパッタリング
○12色相環
○混色
○不透明水彩で模写

○ ○

 単元：模写
【知識及び技能】
　基本色１３色のポスターカラーを
使用し、正確な色を混色して模写を
する
【思考力、判断力、表現力等】
模写をする題材は自らの表現力を伸
ばせるレベルのものを各自で選んで
決定する。

○ポスターカラーの使い方を学ぶ
○平塗り
〇マスキング
〇スパッタリング
○12色相環
○混色
○不透明水彩で模写

○ ○

３
学
期

 単元：模写
【知識及び技能】
　基本色１３色のポスターカラーを
使用し、正確な色を混色して模写を
する
【思考力、判断力、表現力等】
模写をする題材は自らの表現力を伸
ばせるレベルのものを各自で選んで
決定する。
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和８年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位 70

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

身 社

〇

D 単元「自由制作」

【知識及び技能】
ICT機器等を活用し、自ら選んだ技
法について学び、必要な道具などを
準備する。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・制作に必要な技術や道具につい
て調べる
・制作の計画を立てる
・計画的に制作を進める
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技能に触れる

〇 〇

20

A 単元「オリエンテーション～名札
づくり」

【知識及び技能】
工芸の基本的概念を学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・オリエンテーション・・・工芸
とは
・プリント課題・・・美術テスト
・名札づくり・・・木彫
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技術に触れる

○

【知識・技能】
・自ら計画した制作工程通り、安全に制作を進
めることができたか

【思考・判断・表現】
・機能を考慮した、独創的なデザインを考える
ことができたか

【主体的に取り組む姿勢】
・根気強く制作に取り組み、完成度の高い作品
を完成することができたか

〇 〇

ｃ 単元「螺鈿の技法を学ぶ」

【知識及び技能】
ICT機器等を活用し、螺鈿について
調べる。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・螺鈿について調べたことをまと
める
・皿の形状を生かしたデザインを
考える
・制作の計画を立てる
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技能に触れる

〇 〇

【知識・技能】
・教師の説明に傾聴し、制作工程通り、安全に
制作を進めることができたか
・ICT機器を活用し、螺鈿の制作工程について
調べ、まとめることができたか

【思考・判断・表現】
・機能を考慮した、独創的なデザインを考える
ことができたか

【主体的に取り組む姿勢】
・根気強く制作に取り組み、完成度の高い作品
を完成することができたか

〇

〇

【知識・技能】
・教師の説明に傾聴し、制作工程通り、安全に
制作を進めることができたか
・ICT機器を活用し、箸の機能について調べ、
まとめることができたか
【思考・判断・表現】
・機能を考慮した、独創的なデザインを考える
ことができたか
【主体的に取り組む姿勢】
・根気強く制作に取り組み、完成度の高い作品
を完成することができたか

〇 〇 〇

B 単元「箸をつくる」

【知識及び技能】
箸に必要な機能をICT機器で調べ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・箸に必要な機能をまとめる
・機能を生かすデザインを考える
・制作の計画を立てる
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技能に触れる

　〇 〇

○

【知識・技能】
・工芸の定義について、理解することができた
か
【思考・判断・表現】
・独自の発想で意欲的にプリント学習に臨んだ
か
【主体的に取り組む姿勢】
・教師の説明に傾聴し、工程通りの制作が行え
たか
・率先してホワイトボードでの発表に臨むこと
ができたか

○ ○ 4○

教科 芸術 科目 工芸Ⅰ

芸術文化とその歴史について理解を深め、制作意図に合わせた表現の技能を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

周囲の友達の制作を尊重し、場を共有する仲間と
して、協力鉄器な姿勢で授業に臨む。

配
当
時
数

知

道具の安全な使い方を学び、その能力を十分に
生かして美しい作品を完成させる。

用と美の兼ね合いや、オリジナリティを追求し、作
品制作を行う。

思 態

２
学
期

３
学
期

【 知　識　及　び　技　能 】

合
計

70

〇 28

〇

18

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

芸術 工芸Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

（　１組：鳥山　千佳）（　２組：鳥山　千佳）（３・４組：鳥山　千佳）（5・6組：鳥山　千佳）

工芸Ⅰ（日本文教出版  ）

芸術

過去の作品を参考にしながらも、独自性を生かした作品を制作する。

主体的に制作に向き合い、協働して表現を高めあう姿勢を持つ。

工芸Ⅰ



2／2

年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 3 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

教科 芸術科 科目 書道Ⅰ

日本と中国の文字と書の伝統と文化・書体の変遷を理解する。

仮名
【知識及び技能】
流れるような筆使いと連綿について
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
同じ歌であっても表現の仕方によっ
て印象の違いを感じ取ることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】

２
学
期

行書
【知識及び技能】
行書が生まれた背景を理解する。流れの中に抑
揚をきかせた用筆を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
実用的に簡略化し速書きとして生まれた書風の
特徴を表現する。内容と字の趣きを味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
字形・筆圧の変化に加えて流れがあるように取
り組む。

・行書の特徴を理解する。
・筆者について知る。
・全体を鑑賞し、思いと筆使いを
理解する。
・感情が書に表れていることを知
る。
・大筆、小筆でも書き、どちらも
よく特色が出るように表現する。

○

行書
【知識及び技能】
時代や国を超えて大きな影響を及ぼした
理由を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
平安時代に「三筆」「三跡」と呼ばれた
書風、和様の書と味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
時代や国を超えて根治妻で影響を与えて
いる書風に関心をもつ。

・行書の特徴を理解する。
・筆者について知る。
・全体を鑑賞し、思いと筆使いを
理解する。
・感情が書に表れていることを知
る。
・大筆、小筆でも書き、どちらも
よく特色が出るように表現する。

○

・変体仮名について理解する。
・表現の変化や調和の効果をもた
らす役割を知る。

○

３
学
期

仮名
【知識及び技能】
仮名の成立と種類について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
変体仮名は、字源が同じでも崩し方
が違ったりするので、書の良さを味
わう。
【学びに向かう力、人間性等】

・仮名はどのように書かれてきた
かを理解する。
・古筆を鑑賞する。
・仮名の基本線を理解する。

○

【 知　識　及　び　技　能 】

○

提出作品の評価
授業態度
出席時間数

○ ○ ○ 20

6

楷書
【知識及び技能】
仏教の復興に努めた考文帝による石窟で当時の
名品の多さにについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
方筆で力強い線になるようにして古典の良さを
味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
刻された人柄を知って当時の背景に関心をもつ
作品を鑑賞し、実用的な美に関心をもつことが
できる。

・ゆったりとした構えの字形を理
解する。
・点画に丸みを持たせた円勢を理
解する。
・筆力は強くあることを理解す
る。

○

○ ○ 9

○

8

○

提出作品の評価
授業態度
出席時間数

○

○

9

合
計

70

○ 18

提出作品の評価
授業態度
出席時間数

○ ○ ○

○ ○

芸術科 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

用具・用材・楷書
【知識及び技能】
初唐までの字の変遷、初唐の三大家と太宗点画
の用筆・字形の特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
惹かれる楷書と理由を考え、感性を高める。他
の古典と比較することで表現の違いを判断す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞することで時代の特徴や作者の正確に近づ
いて作品に親しむ。

・書写から書道へ。
・用具・用材・書の表現。
・漢字の書体の変遷。
・書風・特徴を捉える。
・さまざまな古筆を見て、楷書に
も用筆、字形の違いがあることを
知る。
・拓本について理解する。
・慮世南について知る。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

○

提出作品の評価
授業態度
出席時間数

【学びに向かう力、人間性等】

書の変遷や背景にある歴史や文化に関心をも
ち、表現において意欲的に取り組む。

配
当
時
数

（３組：大橋　則子）（４組：大橋　則子） （５組：大橋　則子） （６組：大橋　則子）

知

①日本と中国の文字と書の伝統と文化・書体の
変遷を理解する。
②各書体特有の字形や線質について理解する。

①古典の価値について考え、書のよさを味わう。
②味わった美しさ感性を豊かにし、作品の表現の違
いを判断する。
③鑑賞の学習に取り組み、表現できるように努力す
る。

芸術科

古典の価値について考え、書のよさを味わう。

書の変遷や背景にある歴史や文化に関心をもち、表現においても意欲的に取り組む。

書道Ⅰ

思 態
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 5 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

芸術科 科目 音楽Ⅱ

2

4

12

○ ○

配
当
時
数

評価規準

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

8

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

教科

３
学
期

鑑賞
【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについて理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
その他の芸術との関連性について理解し、楽曲について考えた
ことや想像したことを文章で表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
曲想と歌詞の内容や楽曲の背景との関わり、曲想を生み出して
いる音楽的な特徴に関心を持ち、イメージを持って学習に主体
的に取り組もうとしている。

・曲の背景や歌詞の意味を考え、
表現を工夫する。

○

ギター弾き歌い
【知識及び技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方などの技能
を身につけることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲にふさわしい表現を工夫しながら演奏してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
曲の成立背景や構成などに興味をもち、主体的
に学習に取り組もうとしている。

・ギターのコードの読み方を理解
する。
・島人ぬ宝の旋律を歌う。
・島人ぬ宝をギターで弾き歌いを
する。

○

２
学
期

グループアンサンブル
【知識及び技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方などの技能を身につけるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形作っている要素を知覚し、それらの働きが生み出す特
質や雰囲気などを感受しながら、音楽表現を工夫し、どのよう
に演奏するか表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
周りの人と協力しながら演奏活動に主体的に取り組むことがで
きる。

・グループで譜読みをする。
・アンサンブルをして響きを感じ
取る。

○

（５組：清水真優） （６組：清水真優）

9

○ ○ ○

１
学
期

歌唱（糸）
【知識及び技能】
①曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能
を身につけ、他者との調和を意識して歌うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形作っている要素を知覚し、曲想と歌詞の内容や楽曲の
背景と関わらせて感じ取り、音楽表現を工夫し、どのように歌
うかについて表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
「糸」の曲想と歌詞の内容や楽曲の背景との関わり、曲想を生
み出している音楽的な特徴に関心を持ち、イメージを持って歌
う学習に主体的に取り組もうとしている。

・「糸」を二部合唱する。
・曲の背景や歌詞の意味を考え、
表現を工夫する。

○ ○

ボディーパーカッション
【知識及び技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方などの技能を身につけるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形作っている要素を知覚し、それらの働きが生み出す特
質や雰囲気などを感受しながら、音楽表現を工夫し、どのよう
に演奏するか表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
周りの人と協力しながら演奏活動に主体的に取り組むことがで
きる。

・グループで譜読みをする。
・アンサンブルをして響きを感じ
取る。

○

20

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

・授業態度
・ワークシート
・振り返りシート

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート

○

○

○

○
合
計

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

○

○ ○ ○○

9○ ○

8

70

鑑賞
【知識及び技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについて理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
その他の芸術との関連性について理解し、楽曲について考えた
ことや想像したことを文章で表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
曲想と歌詞の内容や楽曲の背景との関わり、曲想を生み出して
いる音楽的な特徴に関心を持ち、イメージを持って学習に主体
的に取り組もうとしている。

・同じタイトルの曲を聴き比べ、
情景を思い浮かべる。
・音楽の諸要素を踏まえて自分の
考えを表現することができる。

ピアノ
【知識及び技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方などの技能を身につけるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形作っている要素を知覚し、それらの働きが生み出す特
質や雰囲気などを感受しながら、音楽表現を工夫し、どのよう
に演奏するか表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
周りの人と協力しながら演奏活動に主体的に取り組むことがで
きる。

・右手・左手をそれぞれ練習し、
旋律を覚える。
・課題曲を両手で演奏する。
・フレーズを意識し、旋律をつな
げて演奏する。
・ピアノ曲を鑑賞し、時代による
作曲技法の違いやピアノの歴史を
理解する。

態

芸術科 音楽Ⅱ

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解を深め
るとともに，創意工夫を生かした音楽表現をす
るために必要な技能を身に付けるようにする。

個性豊かに音楽表現を創意工夫することや、音
楽を評価しながらよさや美しさを深く味わって
聴くことができるようにする。

MOUSA　２

○

芸術科

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を
養い，豊かな情操を培う。

音楽Ⅱ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるよ
うにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み，生
涯にわたり音楽を愛好する心情を育むととも
に，感性を高め，音楽文化に親しみ，音楽に
よって生活や社会を明るく豊かなものにしてい
く態度を養う。

・授業態度
・一人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映
評価規準

【学びに向かう力、人間性等】

①基礎的な課題に興味をもち、応用課題におい
ては主体的に学習に取り組んでいる。
②工夫を凝らし、自分の表現を追求することが
できる。

配
当
時
数

1組～6組：関谷

知

①美術の基礎的な知識・技能を身に付け、作品
作りに取り組むことができる。
②画材や道具の特性を理解し、作品制作に生か
すことができる。

①画材にふさわしい表現で作品をつくることができ
る。
②自ら思考・判断・表現している。

高校生の美術２（日本文教出版）

芸術

・製作過程の観察
・作品提出

○ ○ ○

芸術 美術Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

A 単元：透明水彩で校内写生
【知識及び技能】
　透明水彩絵の具の混色の知識や絵
の具の濃度調整、筆の扱い方を身に
つけ、それらを自分の表現に落とし
込む
【思考力、判断力、表現力等】
スマートフォンで撮った写真をもと
に校内写生を行う。人工物と自然物

○透明水彩の濃淡の作り方、筆の
使い方を学ぶ。

○ ○

12

○

・製作過程の観察
・作品提出

○

・製作過程の観察
・作品提出

合
計

70

18

○ ○ ○ 16

24

【 知　識　及　び　技　能 】

○

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

画材にふさわしい表現で作品をつくる。自ら思考・判断・表現することを目指す。

基礎的な課題に興味をもち、応用課題においては主体的に学習に取り組む。

美術Ⅱ

思 態

・製作過程の観察
・作品提出

３
学
期

A 単元：ペーパークラフト
【知識及び技能】
　平らな紙から立体をおこしていく
方法を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
用意された紙立体を作りながら工程
を学び、オリジナルの作品に結び付
ける
【学びに向かう力、人間性等】

○ハサミ・カッター・定規などを
使って立体カードを作成する。

○

２
学
期

A 単元：透明水彩で校内写生
【知識及び技能】
　透明水彩絵の具の混色の知識や絵
の具の濃度調整、筆の扱い方を身に
つけ、それらを自分の表現に落とし
込む
【思考力、判断力、表現力等】
スマートフォンで撮った写真をもと
に校内写生を行う。人工物と自然物

○透明水彩の濃淡の作り方、筆の
使い方を学ぶ。

○

A 単元：ペーパークラフト
【知識及び技能】
　平らな紙から立体をおこしていく
方法を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
用意された紙立体を作りながら工程
を学び、オリジナルの作品に結び付
ける
【学びに向かう力、人間性等】

○ハサミ・カッター・定規などを
使って立体カードを作成する。

○ ○

教科 芸術 科目 美術Ⅱ

美術の基礎的な知識・技能を身に付け、作品作りに取り組む。
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和７年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位 70

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

身 社

芸術 工芸Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

（１２組：鳥山　千佳　　　　）（３４組：鳥山千佳）

工芸Ⅱ（日本文教出版  ）

芸術

過去の作品を参考にしながらも、独自性を生かした作品を制作する。

主体的に制作に向き合い、協働して表現を高めあう姿勢を持つ。

工芸Ⅱ

合
計

70

〇 28

〇

18

２
学
期

３
学
期

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

【学びに向かう力、人間性等】

周囲の友達の制作を尊重し、場を共有する仲間と
して、協力的な姿勢で授業に臨む。

配
当
時
数

知

道具の安全な使い方を学び、その能力を十分に
生かして美しい作品を完成させる。

用と美の兼ね合いや、オリジナリティを追求し、作
品制作を行う。

思 態
鑑
賞

評価規準

教科 芸術 科目 工芸Ⅱ

芸術文化とその歴史について理解を深め、制作意図に合わせた表現の技能を身に付ける。

○

【知識・技能】
・工芸の定義について、理解することができた
か
【思考・判断・表現】
・独自の発想で意欲的にプリント学習に臨んだ
か
【主体的に取り組む姿勢】
・教師の説明に傾聴し、工程通りの制作が行え
たか
・率先してホワイトボードでの発表に臨むこと
ができたか

○ ○ 4○

B 単元「箸をつくる」

【知識及び技能】
箸に必要な機能をICT機器で調べ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・箸に必要な機能をまとめる
・機能を生かすデザインを考える
・制作の計画を立てる
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技能に触れる

　〇 〇 〇

【知識・技能】
・教師の説明に傾聴し、制作工程通り、安全に
制作を進めることができたか
・ICT機器を活用し、箸の機能について調べ、
まとめることができたか
【思考・判断・表現】
・機能を考慮した、独創的なデザインを考える
ことができたか
【主体的に取り組む姿勢】
・根気強く制作に取り組み、完成度の高い作品
を完成することができたか

〇 〇 〇 20

A 単元「オリエンテーション～名札
づくり」

【知識及び技能】
工芸の基本的概念を学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・オリエンテーション・・・工芸
とは
・プリント課題・・・美術テスト
・名札づくり・・・木彫
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技術に触れる

○

【知識・技能】
・自ら計画した制作工程通り、安全に制作を進
めることができたか
【思考・判断・表現】
・機能を考慮した、独創的なデザインを考える
ことができたか
【主体的に取り組む姿勢】
・根気強く制作に取り組み、完成度の高い作品
を完成することができたか 〇 〇

C 単元「螺鈿の技法を学ぶ」

【知識及び技能】
ICT機器等を活用し、螺鈿について
調べる。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・螺鈿について調べたことをまと
める
・箱の形状を生かしたデザインを
考える
・制作の計画を立てる
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技能に触れる

〇 〇

【知識・技能】
・教師の説明に傾聴し、制作工程通り、安全に
制作を進めることができたか
・ICT機器を活用し、螺鈿の制作工程について
調べ、まとめることができたか
【思考・判断・表現】
・機能を考慮した、独創的なデザインを考える
ことができたか
【主体的に取り組む姿勢】
・根気強く制作に取り組み、完成度の高い作品
を完成することができたか

〇 〇

D 単元「自由制作」

【知識及び技能】
ICT機器等を活用し、自ら選んだ技
法について学び、必要な道具などを
準備する。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・制作に必要な技術や道具につい
て調べる
・制作の計画を立てる
・計画的に制作を進める
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技能に触れる

〇 〇
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

教科 芸術科 科目 書道Ⅱ

日本と中国の文字の伝統と文化・書体の変遷を理解する。

○ ○

仮名
【知識及び技能】
平安時代の美意識を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した美しさを判断す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
仮
古典の表現技法を生かし、作品にする。

２
学
期

草書
【知識及び技能】
草書の成り立ちと返還、骨太で力強い筆画に
よって草書の用筆を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
草書の美を感受する古典の点や線質の表し方か
ら個性的な表現を味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
字形を覚える必要があるが、躍動感や達成感が
ある表現に取り組む。

・草書の成立を理解する。
・草書の基本的用筆、運筆を理解する。
・単体で字を覚える。
・字形は頭部を大きく、脚部を右に移動
させてバランスを取る。
・変化に富んだ線、格調の高さを理解す
る。
・臨書や鑑賞に取り組む。
・書論の内容を知る。

○

行書
【知識及び技能】
時代や文化・思想との関わりについて理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
行書の書風・運筆を考え、表現の工夫を
行う。
【学びに向かう力、人間性等】
行書の変還に関心をもち、主体的に学
ぶ。

・行書のさまざまな作品を鑑賞する。
・行書の特徴を理解する。
・行書の用筆、運筆を理解する。
・表現方法に関心を持って、のびのびと抑揚の
ある線にする。
・草稿であるために感情を汲み取る。
・筆画に重厚で力強さを強調する。
・鑑賞の学習に取り組み、表現できるように努
力する。

○

・日本人の美意識を理解する。（紙
面構成）
・個性的な表現について考える。
・運筆の遅速の変化・筆圧の強弱・
墨量の変化。
・表現の構成を工夫し、完成する。

○

３
学
期

仮名
【知識及び技能】
多彩な表現・緩急・抑揚の変化、連綿などの技法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
連綿や余白など全体康生を味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
仮名の古典の多様性に関心をもち、用筆や運筆、線質など表現
に幅を広げるよう取り組む。
古典の表現技法を生かし、作品にする。

・書風の特徴を理解する。
・「雁塔聖教序」と比較する。
・抑揚のある筆使いができるようにする。
・表現技法に関心を持つ。
・北魏の楷書の特徴を捉える。
・用筆、運筆を理解する。
・鋭く角張った線が書けるようになる。
・陽刻について理解する。

○

【 知　識　及　び　技　能 】

○

提出作品の評価
授業態度
欠席時間数

○ ○ ○ 14

6

隷書
【知識及び技能】
表現形式ｎ応じて個性的に表現ずる。
【思考力、判断力、表現力等】
木・竹の実用から発達し波製のリズムと波磔の
特徴目的や用途による違いを超えた作品の価値
の考えを味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
沿世の安定から広くもいいられた書体で人々と
文字との関係が密になったので現在での日常に
見る書体に目を向ける。

・隷書の変遷を学ぶ。
・隷書の基本点画が書ける。
・のびのびとした八分になる。
・飄々としながらも力強い線になる
ようにする。
・漢、清の隷書と比較する。
・厚みのある波磔を捉える。
・字形は背勢で引き締まった字形に
する。

○

○

○ ○ 9

○

14

○

提出作品の評価
授業態度
欠席時間数

○

○

提出作品の評価
授業態度
欠席時間数

○ ○ ○

9

合
計

70

○ 18

提出作品の評価
授業態度
欠席時間数

○ ○ ○

○ ○

芸術科 書道Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

篆書
【知識及び技能】
篆書の種類と文字の特徴・書風の多様性を理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
甲骨文は鋭く直線的、金文は鋳造により曲線
的、大篆は金文より整斉・複雑、小篆は整斉の
表現の違いを判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
骨・青銅に書かれて現存する最古の漢字に興味
をもつ。

・書の歴史の全体の流れを理解す
る。
・日常の書を意識する。
・甲骨文、金文の特徴を理解す
る。
・篆書の基本点画や線質の表し方
を学ぶ。
・始皇帝について知る。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

○

提出作品の評価
授業態度
欠席時間数

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

・作品を鑑賞し、書の変遷や文化に関心をも
ち、表現において意欲的に取り組む。

配
当
時
数

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

知

・日本と中国の文字と書の伝統と文化・書体の
変遷を理解する。
・各書体特有の字形・線・質について理解す
る。

・古典の価値について考え、書のよさを味わう。
・味わった美しさ・感性を豊かにし、作品の表現の
違いを判断する。

芸術科

古典の価値について考え、筆脈の感覚・書風の特徴を判断して筆者の個性を表現する。

作品を鑑賞し、書の変遷に関心をもち、表現においても意欲的に取り組む。

書道Ⅱ

思 態
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

音楽Ⅲ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるよ
うにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み，生
涯にわたり音楽を愛好する心情を育むととも
に，感性を磨き，音楽文化を尊重し，音楽に
よって生活や社会を明るく豊かなものにしてい
く態度を養う。

・授業態度
・1人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

○

態

芸術科 音楽Ⅲ

（６組：清水真優）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽文化の多様性について理解す
るとともに，創意工夫や表現上の効果を生かし
た音楽表現をするために必要な技能を身に付け
るようにする。

音楽に関する知識や技能を総合的に働かせなが
ら，個性豊かに音楽表現を創意工夫したり音楽
を評価しながらよさや美しさを深く味わって聴
いたりすることができるようにする。

Joy of Music

芸術科

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を
養い，豊かな情操を培う。

合
計

○ ○ ○○

○

18○ ○

8

70

○

楽典
新曲視唱・音程、和音
【知識及び技能】
様々な表現形態による歌唱表現の固有性や多様性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら，個性豊
かに歌唱表現を創意工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
新曲視唱等の学習に興味・関心をもち、主体的に取り組んでい
る。

・リズムと音の確認をし、視唱を
する。
・音程の構成と和音進行を学ぶ。

○ ○ ○

１
学
期

器楽
演奏研究
【知識及び技能】
曲の表現内容や様々な表現形態による器楽表現の固有性や多様
性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
器楽表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら，個性豊
かに表現をすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
楽曲の背景との関わり、曲想を生み出している音楽的な特徴に
関心を持ち、主体的に取り組もうとしている。

・1人1曲課題曲を準備し、演奏す
る。
・曲にふさわしい表現を考え、実
践する。

○ ○ ○

楽典
新曲視唱・音程、和音
【知識及び技能】
様々な表現形態による歌唱表現の固有性や多様性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら，個性豊
かに歌唱表現を創意工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
新曲視唱等の学習に興味・関心をもち、主体的に取り組んでい
る。

・リズムと音の確認をし、視唱を
する。
・音程の構成と和音進行を学ぶ。

20

・授業態度
・1人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

・授業態度
・1人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

・授業態度
・1人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験

○

○

教科

３
学
期

器楽
演奏研究
【知識及び技能】
曲の表現内容や様々な表現形態による器楽表現の固有性や多様
性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
器楽表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら，個性豊
かに表現をすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
楽曲の背景との関わり、曲想を生み出している音楽的な特徴に
関心を持ち、主体的に取り組もうとしている。

・1人1曲課題曲を準備し、演奏す
る。
・曲にふさわしい表現を考え、実
践する。
・発表会をする。

○ ○ ○

２
学
期

器楽
演奏研究
【知識及び技能】
曲の表現内容や様々な表現形態による器楽表現の固有性や多様
性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
器楽表現に関わる知識や技能を総合的に働かせながら，個性豊
かに表現をすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
楽曲の背景との関わり、曲想を生み出している音楽的な特徴に
関心を持ち、主体的に取り組もうとしている。

・1人1曲課題曲を準備し、演奏す
る。
・曲にふさわしい表現を考え、実
践する。

○ ○

（１組：清水真優） （２組：清水真優） （３組：清水真優） （４組：清水真優）

芸術科 科目 音楽Ⅲ

12

○ ○

配
当
時
数

評価規準

（５組：清水真優）

12

・授業態度
・1人一台端末による振り返り
・振り返りシート
・実技試験
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

教科 芸術 科目 美術Ⅲ

美術の基礎的な知識・技能を身に付け、作品作りに取り組む。

２
学
期

単元：自由課題製作
【知識及び技能】
　これまでに身につけてきた技法や
知識を使用し、各自で自由に作品を
制作し自己表現をする
【思考力、判断力、表現力等】
用意されたものではなく、自ずから
表現したいものを発見し、材料の調
達・準備・制作へと結び付けていく

各自が選んだ課題を計画通りに進
める

○ ○ ○

３
学
期

単元：自由課題製作
【知識及び技能】
　これまでに身につけてきた技法や
知識を使用し、各自で自由に作品を
制作し自己表現をする
【思考力、判断力、表現力等】
用意されたものではなく、自ずから
表現したいものを発見し、材料の調
達・準備・制作へと結び付けていく

各自が選んだ課題を計画通りに進
める

○

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○

○

制作過程の観察
作品提出

28

12

自由課題の計画表作成 ２～３学期に行う自由課題の題材
決めおよび計画表作成

○ ○

18○

制作過程の観察
作品提出

合
計

70

12

制作過程の観察
作品提出

○ ○ ○

芸術 美術Ⅲ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　３６色色鉛筆を使用し、模写を通
して写実的な絵を描く力を身につけ
る
【思考力、判断力、表現力等】
練習課題を通して身につけた技能
で、各自の実力に見合った写真を模
写する

色鉛筆の種類や使い方を学ぶ。
模写のやり方を学ぶ。
各自が選んだ題材で模写をする。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

○

制作過程の観察
作品提出

【学びに向かう力、人間性等】

①基礎的な課題に興味を持ち、応用課題におい
ては主体的に学習に取り組む。②工夫を凝ら
し、自分の表現をする。

配
当
時
数

1組～6組：関谷

知

①美術の基礎的な知識・技能を身に付け、作品
作りに取り組む。②画材や道具の特性を理解
し、作品制作に生かす。

①画材にふさわしい表現で作品を作る。②自ら思
考・判断・表現する③身に付けた知識・技能を応用
し、自分の表現を追求する。

高校生の美術３（日本文教出版 ）

芸術

画材にふさわしい表現で作品を作る。自ら思考・判断・表現することを目指す。

基礎的な課題に興味を持ち、応用課題においては主体的に学習に取り組む。

美術Ⅲ

思 態



2／2

年間授業計画

久留米西高等学校　令和６年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位 70

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

身 社

B 単元「自由制作」

【知識及び技能】
ICT機器等を活用し、自ら選んだ技
法について学び、必要な道具などを
準備する。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・制作に必要な技術や道具につい
て調べる
・制作の計画を立てる
・計画的に制作を進める
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技能に触れる

〇 〇

20

A 単元「オリエンテーション～名札
づくり」

【知識及び技能】
工芸の基本的概念を学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・オリエンテーション・・・工芸
とは
・プリント課題・・・美術テスト
・名札づくり・・・木彫
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技術に触れる

○

〇

【知識・技能】
・自ら計画した制作工程通り、安全に制作を進
めることができたか
【思考・判断・表現】
・機能を考慮した、独創的なデザインを考える
ことができたか
【主体的に取り組む姿勢】
・根気強く制作に取り組み、完成度の高い作品
を完成することができたか

B 単元「自由制作」

【知識及び技能】
ICT機器等を活用し、自ら選んだ技
法について学び、必要な道具などを
準備する。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・制作に必要な技術や道具につい
て調べる
・制作の計画を立てる
・計画的に制作を進める
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技能に触れる

〇 〇 〇

【知識・技能】
・自ら計画した制作工程通り、安全に制作を進
めることができたか
【思考・判断・表現】
・機能を考慮した、独創的なデザインを考える
ことができたか
【主体的に取り組む姿勢】
・根気強く制作に取り組み、完成度の高い作品
を完成することができたか

〇

【知識・技能】
・自ら計画した制作工程通り、安全に制作を進
めることができたか
【思考・判断・表現】
・機能を考慮した、独創的なデザインを考える
ことができたか
【主体的に取り組む姿勢】
・根気強く制作に取り組み、完成度の高い作品
を完成することができたか 〇 〇 〇

○

【知識・技能】
・工芸の定義について、理解することができた
か
【思考・判断・表現】
・独自の発想で意欲的にプリント学習に臨んだ
か
【主体的に取り組む姿勢】
・教師の説明に傾聴し、工程通りの制作が行え
たか
・率先してホワイトボードでの発表に臨むこと
ができたか

○ ○ 4○

教科 芸術 科目 工芸Ⅲ

芸術文化とその歴史について理解を深め、制作意図に合わせた表現の技能を身に付ける。

周囲の友達の制作を尊重し、場を共有する仲間と
して、協力的な姿勢で授業に臨む。

配
当
時
数

知

道具の安全な使い方を学び、その能力を十分に
生かして美しい作品を完成させる。

用と美の兼ね合いや、オリジナリティを追求し、作
品制作を行う。

思 態
鑑
賞

評価規準

２
学
期

３
学
期

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

B 単元「自由制作」

【知識及び技能】
ICT機器等を活用し、自ら選んだ技
法について学び、必要な道具などを
準備する。

【思考力、判断力、表現力等】
用と美の兼ね合いや、オリジナリ
ティについて思考し、制作にその思
考を生かしていく。

【学びに向かう力、人間性等】
周囲の友達の制作活動を尊重し、協
力的な姿勢で授業に臨む。

・制作に必要な技術や道具につい
て調べる
・制作の計画を立てる
・計画的に制作を進める
・友達の作品を鑑賞し、そのアイ
デアや技能に触れる

　〇 〇

合
計

70

28

18

芸術 工芸Ⅲ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

（　鳥山　千佳　）

工芸Ⅲ（日本文教出版  ）

芸術

過去の作品を参考にしながらも、独自性を生かした作品を制作する。

主体的に制作に向き合い、協働して表現を高めあう姿勢を持つ。

工芸Ⅲ

【学びに向かう力、人間性等】
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

知

・日本と中国の文字と書の伝統と文化・書体の
変遷を理解する。
・各書体特有の字形・線・質について理解す
る。

・古典の価値について考え、書のよさを味わう。
・味わった美しさ・感性を豊かにし、作品の表現の
違いを判断する。

芸術科

古典の価値について考え、書のよさを味わう。

書の変遷や背景にある歴史や文化に関心をもち、表現においても意欲的に取り組む。

書道Ⅲ

思 態

芸術科 書道Ⅲ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

篆書・隷書・行書・草書
【知識及び技能】
四書体の変遷した上で書体を習得して用筆・運筆を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
四書体学習で身につけた知識を表現できるようにして、用筆・
いうん室の違いを知って完成を豊かにする。
【学びに向かう力、人間性等】
殷時代から東晋時代までの書の変遷に関心をもって所の多彩な
特質・構成をとらえて表現してみる。

四書体（篆書・隷書・行書・草
書）の学習

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

○

提出作品の評価
授業態度
欠席時間数

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

・作品を鑑賞し、書の変遷や文化に関心をも
ち、表現において意欲的に取り組む。

配
当
時
数

10

提出作品の評価
授業態度
欠席時間数

○ ○ ○

10

篆書・隷書・行書・草書
【知識及び技能】
中国・日本の書の理論や伝統を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
参考になる古典を多く見ることで表現力の違い
を知る。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の心境にふれることで作品に関心をもって
ん地上しようされていない字にも書くことでな
じんで用いてみる。

四書体（篆書・隷書・行書・草
書）の学習

○ ○

提出作品の評価
授業態度
欠席時間数

18

14

提出作品の評価
授業態度
欠席時間数

○

提出作品の評価
授業態度
欠席時間数

合
計

70

古今和歌集

○

【 知　識　及　び　技　能 】

○

○

提出作品の評価
授業態度
欠席時間数

14

4

篆書・隷書・行書・草書
【知識及び技能】
書の美の多彩な特質・構成を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の創造的表現に作者の個性的価値に
ついて考える。
【学びに向かう力、人間性等】
書体の特徴と用筆・運筆から個性的な表
現に取り組む。

四書体（篆書・隷書・行書・草
書）の学習

○

教科 芸術科 科目 書道Ⅲ

日本と中国の文字と書の伝統と文化・書体の変遷を理解する。

２
学
期

楷書「唐の四大家について復習」
【知識及び技能】
生活の中で書けるよう時間をおおくしてより深くかかわること
で技能を高め能力を育成することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
基本の習得の鵜rに書風の多様性・字形の特徴や用筆について
書くことによって基本の良さを味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
表現と鑑賞が相互に関連しながら自らが意欲的に取り組むこと
ができる。

唐の四大家

○

楷書：放し書き
【知識及び技能】
仮名の線の特質を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
仮名の技法と筆者の意図を判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
基礎・基本が確実に表現できるように取
り組むことができる。

放し書き

○

３
学
期

古今和歌集
【知識及び技能】
様々な形式の写本について理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
仮名の特徴的な筆使を実践して書風の美しさを
味わうことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な形式の写本を鑑賞し、仮名の特徴を知
り、意欲的に取り組むことができる。


